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辟
盈
響
昔
④

商
社
の
原
料
ビ
ジ
ネ
ス

加
工
し
た
素
材
で
、
防
水
性
、

透
湿
性
、
撥
水
性
な
ど
に
高

い
機
能
を
発
揮
す
る
。

前
期
は
、
数
量
こ
そ
横
ば

い
だ
っ
た
が
、
売
上
高
は
1
0

％
増
収
の
3
0
数
億
円
に
達
し

豊
田
通
商
繊
維
製
品
部
の

繊
維
素
材
事
業
は
、
国
内
市

場
向
け
に
天
然
繊
維
素
材
や

合
級
素
材
を
供
給
す
る
事
業

と
、
欧
米
な
ど
海
外
市
場
に

ア
ウ
ト
ド
ア
用
途
向
け
の
高

機
能
素
材
を
輸
出
す
る
事
業

か
ら
成
る
。
な
か
で
も
岡
部

テ
キ
ス
タ
イ
ル
グ
ル
ー
プ
の

テ
キ
ス
タ
イ
ル
貿
易
チ
ー
ム

が
販
売
す
る
同
社
独
自
の
高

機
能
透
温
防
水
素
材
「
G
E

L
A
N
O
T
S
（
ゼ
フ
ノ
ッ

豊
田
通
商
繊
維
警
蒜
テ
キ
ス
タ
イ
ル
グ
ル
ー
プ

進
化
す
る
「
ゼ
ラ
ノ
ッ
ツ
」

ツ）」が堅調だ。第1四

半
期
の
ゼ
フ
ノ
ッ
ツ
の
売
上

高
は
前
年
同
期
比
1
0
％
の
減

収
だ
っ
た
が
、
長
引
く
円
高

の
な
か
で
も
増
益
を
確
保
し

た
。ゼ

ラ
ノ
ッ
ツ
は
特
殊
な
高

機
能
超
薄
膜
菅
フ
ミ
ネ
ー
ト

た
。
「
外
貨
ベ
ー
ス
で
は
、
さ

ら
に
増
収
幅
が
広
が
る
」
宇

キ
ス
タ
イ
ル
貿
易
チ
ー
ム
）

と
い
う
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ウ
エ
ア
向
け

の
高
機
能
素
材
は
、
世
界
的

に
市
場
が
失
速
し
て
い
る

が
、
ゼ
ラ
ノ
ッ
ツ
は
ト
ッ
プ

ゾ
ー
ン
向
け
の
販
売
が
主
力

で
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
用
途
の
販

売
比
率
が
低
い
た
め
感
響

も
少
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

販
売
開
始
か
ら
、
お
よ
そ

2
0
年
が
経
ち
、
順
調
に
拡
大

し
て
き
た
背
景
に
は
、
不
断

の
商
品
開
発
で
差
別
化
に
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
あ

る
。
再
生
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
糸

を
使
用
す
る
な
ど
環
境
に
配

慮
し
た
「
ゼ
フ
ノ
ッ
ツ
・
エ

コ
」
や
フ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
素

材
部
分
を
改
良
し
て
、
裏
地

を
不
要
と
す
る
こ
と
で
全
体

を
「
2
・
5
層
」
に
薄
く
し

た
「
ゼ
フ
ノ
ッ
ツ
・
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
な
ど
、
様
々
な
サ

ブ
ブ
ラ
ン
ド
を
増
や
し
て
き 「

ゼ
ラ
ノ
ッ
ツ
主
コ
」
は
0
7
…

年
か
ら
販
売
開
始
。
再
生
ポ
…

リ
エ
ス
テ
ル
糸
使
い
、
非
フ
…

ッ
素
系
撥
水
加
工
な
ど
、
環
…

墳
対
応
に
評
価
が
高
い
…

た
。今

期
も
透
湿
性
を
高
め
た

新
素
材
義
人
し
た
。
ハ
イ

エ
ン
ド
素
材
の
透
湿
性
能
を

示
す
轟
標
は
、
1
平
方
㍍
2

万
琴
（
2
4
時
間
当
た
り
）
が

一
般
的
と
言
わ
れ
る
な
か
、

5
万
琴
を
実
現
し
、
さ
ら
に

吸
汗
性
を
加
え
た
。

世
界
的
な
有
力
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
パ
レ
ル
へ
の
納
入
実
績

が
あ
り
、
そ
の
仕
入
担
当
者

の
要
望
に
も
頻
繁
に
接
す
る

機
会
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
素

材
開
発
で
ト
レ
ン
ド
を
外
す

こ
と
が
な
い
」
（
同
）
と
自
信

を
示
す
。
生
産
背
景
に
つ
い

て
も
、
北
陸
の
産
地
企
業
と

の
関
係
を
築
い
て
お
り
、
市

場
か
ら
の
情
報
収
集
力
と
開

発
力
で
強
固
な
基
盤
を
持

つ
。
商
品
の
入
れ
替
え
を
絶

え
ず
行
う
体
制
が
確
立
し
て

いる。今
後
は
北
米
、
欧
州
、
韓

国
と
い
っ
た
主
力
市
場
へ
の

販
売
に
加
え
、
中
国
や
ロ
シ

ア
な
ど
新
興
国
市
場
へ
の
販

売
を
開
拓
す
る
。
ゼ
フ
ノ
ッ

ツ
の
高
機
能
性
が
評
価
さ
れ

る
成
熟
度
を
持
っ
た
市
場
の

ト
ッ
プ
ゾ
ー
ン
を
攻
め
る
こ

と
で
、
市
場
全
体
へ
広
げ
る
。

暑

仇

乾

八木通商

蘇
州
に
新
縫
製
工
場

百
貨
店
ア
パ
レ
ル
向
け
に

【
上
海
支
局
】
八
木
通
商

は
ア
パ
レ
ル
O
E
M
な
ど
を

手
掛
け
る
マ
ッ
コ
ー
ニ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
東
京
都
港

区
）
と
共
同
出
資
で
江
蘇
省

蘇
州
市
に
独
資
の
布
吊
縫
製

工
場
を
設
立
し
た
。
5
月
末

か
ら
6
ラ
イ
ン
で
稼
働
を
始

め
、
来
年
春
節
連
休
明
け
に

は
1
2
ラ
イ
ン
の
フ
ル
稼
働
体

制
に
す
る
。
中
国
に
は
3
工

場
が
あ
る
が
、
セ
レ
ク
ト
シ

ョ
ッ
プ
向
け
商
品
が
中
心
。

新
工
場
は
百
貨
店
ア
パ
レ
ル

向
け
と
位
置
づ
け
る
。

新
工
場
は
「
蘇
州
八
木
烏

可
尼
時
装
」
で
資
本
金
は
3

0
0
万
㌦
。
八
木
通
商
が
5
5

従
業
員
の
平
均
年
齢
は
2
5
歳
。

8
割
が
外
地
か
ら
の
出
稼
ぎ
だ

％
、
マ
ッ
コ
ー
二

が
亜
％
を
そ
れ
ぞ

れ
出
資
し
た
。
重

事
長
に
は
八
木
通

商
の
城
谷
証
執
行

役
員
・
中
国
総
代

表
が
、
総
経
理
に

は
マ
ッ
コ
ー
二
の

曾
重
文
社
長
が
就

い
た
。
フ
ル
稼
働

体
制
で
は
従
業
員

450人、本縫

い
ミ
シ
ン
3
0
0

台、月産6・4
万
点
（
ブ
ラ
ウ
ス
換
算
）
と

なる。日本
市
場
向
け
の
営
業
は

八
木
通
商
が
、
欧
米
向
け
は

マ
ッ
コ
ー
二
と
八
木
通
商

（
上
海
）
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当

す
る
。
2
0
1
3
年
か
ら
の

黒
字
化
を
目
指
し
、
軍
フ
ィ

ン
へ
の
増
設
も
視
野
に
入
れ

る
。城谷

董
事
長
は
「
日
杢
E

場
で
百
貨
店
ア
パ
レ
ル
市
場

を
再
構
築
す
る
。
中
国
の
既

存
工
場
は
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ

プ
向
け
が
主
体
で
モ
ノ
作
り

の
思
想
や
シ
ス
テ
ム
が
ま
っ

た
く
違
う
の
で
新
工
場
が
必

要
だ
と
判
断
し
た
。
沿
海
部

の
コ
ス
ト
は
上
昇
し
て
い
る

が
、
高
級
品
の
生
産
に
は
最

適
の
場
所
だ
」
と
語
っ
た
。

ダイワボウノイ

海
外
販
売
比
率
2
0
％
に

フ
タ
ロ
シ
ア
一
ヲ
で
新
規
分
野

斉藤社長

ダ
イ
ワ
ボ
ウ
ノ
イ
の
斉
藤

清
一
社
長
は
今
下
期
以
降
の

重
点
課
題
と
し
て
「
北
米
向

け
診
中
心
と
し
た
縫
製
品
販

売
を
再
拡
大
さ
せ
る
。
今
期

中
に
は
売
上
高
に
占
め
る
海

外
販
売
比
率
を
2
0
％
に
高
め

る
」
と
の
考
え
を
強
調
し
た
。

ま
た
、
独
白
商
材
で
あ
る
フ

タ
ロ
シ
ア
ニ
ン
加
工
関
連
で

は
新
規
分
野
に
参
入
す
る
こ

と
で
「
繊
維
以
外
に
も
用
途

を
広
げ
て
い
く
」
と
の
方
針

だ
。ダ

イ
ワ
ボ
ウ
ノ
イ
の
今
上

期
（
2
0
1
2
年
4
〜
9
月
）

業
績
は
、
震
災
関
連
特
需
な

ど
が
一
巡
し
た
こ
と
で
減
収

な
が
ら
も
頑
益
率
が
1
％

以
上
改
善
し
た
」
こ
と
で
単

体
で
は
収
益
が
改
善
し
た
。

と
く
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
子
会

社
で
生
産
す
る
北
米
向
け
ト

ラ
ン
ク
ス
な
ど
縫
製
品
は
、

新
た
に
設
立
し
た
ダ
イ
ワ
ボ

ウ
ガ
ー
メ
ソ
ト
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
（
略
称
D
A
I
）
が
順

調
に
稼
働
し
て
い
る
こ
と

や
、
ダ
ヤ
ニ
ガ
ー
メ
ソ
ト
・
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
（
D
G
I
）
も

フ
ル
稼
働
を
維
持
す
る
。

一
方
、
斉
藤
社
長
は
下
期

以
降
の
市
場
環
境
に
関
し
て

「
消
費
税
の
引
き
上
げ
決
定

も
含
め
て
消
費
マ
イ
ン
ド
は

低
下
し
て
お
り
、
相
当
に
不

透
明
」
と
の
見
方
だ
。
こ
の

た
め
今
期
は
手
堅
く
収
益
を

確
保
す
る
こ
と
を
第
一
に
考

える。そ
I
P
し
た
中
、
と
く
に
重

点
的
に
取
り
組
む
の
は
海
外

販
売
の
再
拡
大
。
北
米
向
け

を
中
心
に
D
A
I
、
D
G
I

で
の
受
注
拡
大
に
取
り
組

む
。
ア
イ
テ
ム
も
従
来
の
布

崗
イ
ン
ナ
ー
だ
け
で
な
く
、

パ
ジ
ャ
マ
、
ニ
ッ
ト
イ
ン
ナ

ー
、
メ
デ
ィ
カ
ル
用
品
に
ま

で
広
げ
、
将
来
的
に
は
カ
ジ

ュ
ア
ル
衣
料
に
も
取
り
組
む

方
向
だ
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
で
「
現
在
は
1
0
％
台
後
半

の
海
外
販
売
比
率
を
今
期
中

に
2
0
％
ま
で
高
め
、
そ
の
後

は
早
期
に
2
5
％
ま
で
も
っ
て

い
き
た
い
」
と
の
考
え
。

ま
た
、
信
州
大
学
と
共
同

開
発
し
た
フ
タ
ロ
シ
ア
ニ
ン

加
工
関
連
で
は
、
従
来
の
か

ゆ
み
鎮
静
織
経
や
マ
ス
ク
の

は
か
、
新
た
に
化
粧
品
分
野

に
参
入
す
る
。
ア
イ
フ
ォ
ー

レ
（
横
浜
市
）
と
連
携
し
て

フ
タ
ロ
シ
ア
ニ
ン
を
応
用
し

た
美
容
ク
リ
ー
ム
の
原
料
供

給
と
製
造
を
担
う
。
ダ
イ
ワ

ボ
ウ
ノ
ィ
、
信
州
大
学
、
ア

イ
フ
ォ
ー
レ
の
3
社
で
世
界

特
許
も
申
請
し
た
。
斉
藤
社

長
は
「
独
白
商
材
を
武
器
に

繊
維
以
外
の
分
野
に
も
挑
戦

し
て
い
く
」
と
暮
す
。

中
国
子
会
社
は
移
転
へ

そ
の
ほ
か
、
日
杢
閃
け
イ

ン
ナ
ー
製
品
は
、
ダ
イ
ワ
ボ

ウ
レ
ー
ヨ
ン
の
機
能
レ
ー
ヨ

ン
、
ダ
イ
ワ
ボ
ウ
ポ
リ
テ
ッ

ク
の
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
の
活

用
な
ど
グ
ル
ー
プ
協
業
に
よ

る
独
自
原
料
を
使
っ
た
差
別

化
で
流
通
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
向
け
受
注
の
獲
得

を
進
め
る
。

王
刀
生
産
場
で
あ
る
中
国

子
会
社
に
関
し
て
も
効
率
向

上
の
た
め
今
年
末
か
ら
来
年

初
に
か
け
て
蘇
州
大
和
針
織

豊
芦
天
和
紡
工
業
（
蘇
州
）

を
同
じ
場
所
に
移
転
さ
せ
る

計画だ。

伊
藤
忠
・
無
農

国
連
承
認

伊
藤
忠
商
事
と
ク
ル
ッ

の
共
同
事
業
ヲ
レ
オ
ー

ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
プ
ロ
グ
】

ム
（
P
O
C
P
）
」
が
国
連

発
計
画
（
U
N
D
P
）

の
「
ビ
ジ
ネ
ス
行
動
安
静
（

C
I
A
）
」
の
取
り
組
み
と

マ
ツ
コ
I
二
H
D
曾
社
長

銅
酢
鮎
澗
桐
貯

曾蛮文氏

【
上
海
支
局
】
中
国
沿
海

部
で
の
ア
パ
レ
ル
縫
製
事
業

に
つ
い
て
、
マ
ッ
コ
ー
ニ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長
で
蘇

州
八
木
馬
可
尼
時
装
総
経
理

の
墓
文
民
に
聞
い
た
。
マ

ッ
コ
ー
二
は
従
業
員
1
2
0

0
人
、
ミ
シ
ン
6
0
0
台
規

模
の
布
吊
縫
製
工
場
、
蘇
州

馬
可
尼
製
衣
を
持
つ
。
曾
氏

は
蘇
州
生
ま
れ
の
香
港
育

ち
。
現
在
は
日
本
国
籍
を
取

得
し
て
い
る
。◇

1
労
務
コ
ス
ト
上
昇

と
人
手
不
足
で
中
国
沿

海
部
で
縫
製
業
は
成
り

立
た
な
い
と
、
チ
ャ
イ

ナ
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
に
シ
フ

ト
す
る
動
き
が
あ
る
。

コ
ス
ト
は
確
か
に
上
昇
し

て
い
る
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー

ン
の
縫
製
が
薫
ア
ジ
ア
へ

出
て
い
く
の
は
理
解
で
き

る
。
し
か
し
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

衣
料
の
ベ
タ
ー
ゾ
ー
ン
は
違

う
。
素
材
背
景
や
イ
ン
フ
ラ
、

工
場
の
レ
ベ
ル
、
従
業
員
の

質
な
ど
総
合
的
に
勘
案
す
る

と
中
国
沿
海
部
は
高
級
ア
パ

レ
ル
の
縫
製
に
適
し
た
地
域

だ
。

取
引
先
の
あ
る
欧
州
ブ
ラ

ン
ド
は
現
在
2
5
％
の
中
国
生

産
比
率
を
5
0
％
に
高
め
る
方

針
だ
。
東
欧
生
産
か
ら
中
国

沿
海
部
へ
の
シ
フ
ト
で
あ

る
。日

本
の
ア
パ
レ
ル
か
ら
チ

ャ
イ
ナ
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
と
い

う
言
葉
を
よ
く
聞
く
が
も
っ

た
い
な
い
話
だ
と
思
う
。
沿

海
部
の
工
場
は
日
本
の
ア
パ

レ
ル
が
2
0
数
年
闇
か
け
て
育

て
て
今
の
レ
ベ
ル
に
な
っ

た
。
そ
れ
を
棒
製
工
賃
が
2
、

3
㌦
商
い
だ
け
で
手
放
そ
う

と
す
る
。
そ
こ
を
欧
州
ア
パ

レ
ル
が
狙
っ
て
い
る
。
単
純

工
賃
で
比
較
す
る
の
で
は
な

く
、
オ
ー
ダ
ー
の
サ
イ
ク
ル
、

ロ
ッ
ト
、
生
産
工
程
な
ど
工

場
と
ど
う
取
り
組
め
ば
安
く

な
る
か
を
研
究
す
る
べ
き

だ
。

1
人
手
不
足
に
は
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

蘇
州
八
木
鳥
可
尼
の

合
、
5
月
の
労
働
節
連
休

け
に
募
集
を
開
始
し
、

に
は
必
要
な
2
0
0
人
を

保
で
き
た
。
平
均
賃
金
は

額
2
8
0
0
元
く
ら
い
。

事
に
慣
れ
て
く
れ
は
3
5

0
元
く
ら
い
に
す
る
。
こ

周
辺
の
相
場
よ
り
少
し

い
。
沿
海
部
は
労
働
力
の

動
性
が
商
い
の
も
特
徴
だ

賃
金
だ
け
で
は
な
く
、

き　ち和　 ち流 高 の 0 仕 月 確 未 明 場　　 L rB ‾導 開 ラ ガ ク　　　 蒜

る功てにアし認享童主事 ・付．畠義紘鼓舞鱒牟牡
大阪府堺市酉区築港浜寺西町8番12TELO72（268）0020FAXO72（268）0025′：＝聾室．・・htt耶〟WW叫pⅧ叩軋竺聖「．．▼＿．▲．＿＿＿＿カーペット総合メーカー

泉羞取締空曹り花旨芸警姦
のは を

促
進
す
る
世
界
的
な
取
り

組
み
。
B
C
I
A
霧
局
は
、

イ
ン
ド
の
細
農
家
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
栽
培
へ
の
移
行
を
、

綿
の
買
い
取
り
保
証
に
よ
っ

て
支
援
す
る
P
O
C
P
を

「
移
行
期
間
中
に
収
入
が
不

安
定
な
棉
農
家
に
と
っ
て
非

常
に
妻
」
と
し
た
。

伊
藤
忠
と
ク
ル
ッ
ク
は
B

C
I
A
へ
の
参
加
に
よ
り
、

P
O
C
P
の
拡
大
を
通
じ

て
、
低
所
得
者
層
の
棉
農
家

の
収
入
、
健
康
、
環
境
を
改

善
す
る
こ
と
嘉
束
し
た
。

2
0
1
5
年
ま
で
に
プ
レ
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
（
P

O
C
）
の
収
穫
量
を
5
0
0

0
王
農
家
数
を
9
5
0
0

軒
に
拡
大
す
る
こ
と
で
、
無

農
薬
の
農
地
が
3
万
狩
に
広

が
る
と
見
込
ま
れ
る
。

P
O
C
P
は
日
本
国
内
で

環
境
義
の
高
い
ユ
ー
ザ
ー

と
の
取
り
組
み
が
主
体
だ
っ

た
が
、
今
回
の
承
露
で
国
際

的
に
零
度
が
高
ま
る
。
欧

米
の
大
手
小
売
り
、
ア
パ
レ

ル
な
ど
幅
広
い
市
場
へ
、
P

O
C
を
拡
大
す
る
環
境
が
整

う
こ
と
に
な
る
。
一
般
の
企

業
の
P
O
C
P
へ
の
参
画
を

図
る
た
め
、
P
O
C
の
制
限

や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
提
案
も

進
め
る
は
か
、
日
本
国
内
で

教
育
機
関
な
ど
と
連
携
し

て
、
棉
花
栽
培
を
通
じ
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
も
検

討
し
て
い
る
と
い
う
。

啓⑳
「
同
じ
欧
州

で
も
国
に
よ
っ

て
人
間
性
な
ど

が
、
ま
っ
た
く

異
な
る
」
と
話

す
の
は
ク
ラ
ボ

「
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
各

国
の
対
応
が
面
白
い
」
と
藤

田
さ
ん
。
「
イ
タ
リ
ア
南
部
は

電
話
に
出
な
い
。
ド
イ
ツ
は

『
月
曜
日
の
夕
方
ま
で
な
ら

対
応
す
る
』
と
の
一
書
の
み
。

ウ
の
藤
田
晴
哉
取
締
役
執
行
英
国
は
『
こ
ん
な
時
間
に
夕

役
員
企
画
室
長
（
写
真
）
。
欧
方
ま
で
の
納
期
の
仕
事
を
依

州
駐
在
員
頼
す
る
の
は
け
し
か
ら
ん
』

時
代
、
金
と
説
教
。
イ
タ
リ
ア
北
部
は

意
外
な
こ
と
に
『
分
か
っ
た
。

過
ぎ
に
緊
少
し
時
間
が
か
か
る
が
夕
方

急
の
問
い
ま
で
に
何
と
か
す
る
』
と
い

厚
生
な
ど
労
働
条
件
を
し

か
り
す
れ
ば
十
分
確
保
で

合
わ
せ
窄
各
国
の
取
引
先
に
わ
れ
、
確
か
に
1
7
時
過
ぎ
に

す
る
必
要
が
。
期
限
は
そ
の
連
絡
が
届
い
た
」
。
文
化
・
風

日
の
夕
方
。
し
か
し
欧
州
は
土
・
価
値
観
の
多
様
性
を
実

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
が
多
感
し
た
3
年
数
カ
月
だ
っ

く
、
帰
宅
す
る
社
員
も
多
い
。
た
。


